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　今風にいえば地盤改良工事。

建物や古墳の地下の基礎を堅

固にするために地面を掘り下

げ、版築と同様に種類の異なる

土を交互に層状に入れ、つき固

める土木工法です。

　版築とよばれる本来の土木工法

は、木板で土を止め泥土を幾層にも

つき固める技法をいいますが、本古

墳では黒色土とローム土（赤土）を交

互に段層積としていますが１枚の層

も厚く、簡易な工法で行われている

ようです。

　石室にはとても軟質な

石が使用されています。現

地に持ち込まれた石材を、

直立方体に切り出し、数段

に積み上げています。また

地震などで石が動かない

よう、天地左右の石との間

が固定できる切組みと呼

ばれる細工が施されてい

て見事です。

　古墳の範囲を区画する溝状

の掘られた施設。古墳の周囲に

あることから周溝、周堀などと

呼ばれます。墳丘の盛土とする

土を採ったところでもありま

す。

　フラスコのような

形からの名で、一般に

は長頸瓶と呼ばれま

す。静岡県・湖西古窯

産。関東や東北にも多

く見られる搬入品。胴

の形や頸の太さや長

さからみて７世紀後

半（第３四半期）の作

です。
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